
平成30年３月期 第３四半期決算短信〔日本基準〕(連結)
平成30年２月13日

上 場 会 社 名 日本信号株式会社 上場取引所 東

コ ー ド 番 号 6741 URL http://www.signal.co.jp

代 表 者 (役職名) 代表取締役社長 (氏名) 塚本 英彦

問合せ先責任者 (役職名) 総務部長 (氏名) 藤本 浩正 (TEL) 03-3217-7200

四半期報告書提出予定日 平成30年２月14日 配当支払開始予定日 ―

四半期決算補足説明資料作成の有無 ：無

四半期決算説明会開催の有無 ：無
　

(百万円未満切捨て)

１．平成30年３月期第３四半期の連結業績（平成29年４月１日～平成29年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年３月期第３四半期 46,952 4.2 △2,016 － △1,404 － △1,803 －

29年３月期第３四半期 45,080 △16.4 △1,119 － △468 － △866 －
(注) 包括利益 30年３月期第３四半期 △956百万円( －％) 29年３月期第３四半期 △329百万円( －％)
　

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

30年３月期第３四半期 △27.61 －

29年３月期第３四半期 △12.71 －
　

　

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

30年３月期第３四半期 120,428 75,732 62.9

29年３月期 124,298 79,252 63.8
(参考) 自己資本 30年３月期第３四半期 75,732百万円 29年３月期 79,252百万円
　

　

　

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年３月期 － 7.00 － 16.00 23.00

30年３月期 － 7.00 －

30年３月期(予想) 17.00 24.00
(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無
　　

　

３．平成30年３月期の連結業績予想（平成29年４月１日～平成30年３月31日）

(％表示は、対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 84,000 2.3 2,100 △50.8 3,100 △40.7 2,000 △42.9 30.63
(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有
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※ 注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

　 (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)
　

　

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有
　

　

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無
　

　

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 30年３月期３Ｑ 68,339,704株 29年３月期 68,339,704株

② 期末自己株式数 30年３月期３Ｑ 3,051,151株 29年３月期 2,027,751株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年３月期３Ｑ 65,311,331株 29年３月期３Ｑ 68,184,380株

　
　

※ 四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項
　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理
的であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性
があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第３四半期連結累計期間（2017年４月１日～2017年12月31日）におけるわが国の経済は、中国や新興国経済の

減速、米国の政策等による世界経済の不確実性の高まりなど、先行き不透明な状況が続いたものの、国内において

は雇用・所得環境が改善し、緩やかな景気回復基調で推移しております。

このような状況のもと当社グループは、長期経営計画に掲げる「グローバル社会に適応したサスティナブル成長

企業」となるべく、事業活動に取り組んでまいりました。

　当第３四半期連結累計期間の経営成績といたしましては、受注高は77,138百万円（前年同期比28.8%増）、売上高

は46,952百万円（前年同期比4.2％増）となりました。損益面につきましては、交通運輸インフラセグメントの一部

案件で当初の予想を超える初期的な開発費が発生したことなどにより、1,404百万円の経常損失（前年同期は468百

万円の経常損失）、1,803百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失（前年同期は866百万円の親会社株主に帰属

する四半期純損失）となりました。

事業の概況をセグメント別に申し上げますと、次のとおりであります。

［交通運輸インフラ事業］

「鉄道信号」では、国内市場においては、ＪＲ・私鉄各社向けの信号保安装置をはじめとした各種機器のほか、

訪日外国人へのサービス向上に資する多言語に対応した自動旅客案内装置の販売に取り組みました。海外市場にお

いては、新たにタイ・バンコクレッドライン向け信号システム一式を受注したほか、アジア新興国を中心に無線式

信号保安システム“ＳＰＡＲＣＳ”を戦略商品として営業活動に取り組みました。

　道路交通安全システムを中心とする「スマートロード」では、視認性を追求しながらも小型で軽量な信号灯器の

拡販に努めたほか、非常用電源装置や画像処理を活用した逆走防止対策設備システムの提案など、新分野における

営業展開を進めてまいりました。

結果といたしましては、受注高は45,841百万円（前年同期比51.9％増）となり、売上高につきましては22,455百

万円（前年同期比1.9％減）となりました。

また、損益面では1,161百万円のセグメント損失（前年同期は623百万円のセグメント利益）となりました。

［ＩＣＴソリューション事業］

駅務ネットワークシステムを中心とする「ＡＦＣ」では、鉄道事業各社のニーズに合わせたホームドアの拡販に

努めたほか、映画館向けチケッティングシステムの受注がありました。

　パーキングシステムソリューションを中心とする「スマートパーク」では、大型商業施設などに設置される大規

模駐車場や盗難防止機能を強化した駐車場管理機器・システムの受注・売上拡大に継続して取り組みました。

結果といたしましては、受注高は31,296百万円（前年同期比5.3％増）となり、売上高につきましては24,497百万

円（前年同期比10.4％増）となりました。

また、損益面では1,377百万円のセグメント利益（前年同期比108.6％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　 ①資産、負債及び純資産の状況

　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ、たな卸資産の増加11,430百万円等が

ありましたものの、受取手形及び売掛金の減少14,359百万円等により3,870百万円減少し、120,428百万円となりま

した。

　負債は、短期借入金の増加1,334百万円等がありましたものの、支払手形及び買掛金の減少952百万円、未払法人

税等の減少868百万円等により、前連結会計年度末に比べ350百万円減少の44,695百万円となりました。

　純資産は、その他有価証券評価差額金の増加811百万円等がありましたものの、配当金の支払1,518百万円、当第

３四半期連結累計期間の親会社株主に帰属する四半期純損失1,803百万円等により、前連結会計年度末に比べ3,519

百万円減少の75,732百万円となりました。

　

　 ②キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)の残高は6,927百万円となり、
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前連結会計年度末に比べ5,610百万円減少いたしました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローは次のとおりであります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少等がありましたものの、たな卸資産の増加、仕入債務の

減少、法人税等の支払等により、1,795百万円の資金の減少(前年同期は951百万円の資金の減少)となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動によるキャッシュ・フローは、主に有形固定資産、無形固定資産の取得により、2,526百万円の資金の減

少(前年同期は430百万円の資金の減少)となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入れによる資金の増加がありましたものの、自己株式の取得、配

当金の支払等により、1,283百万円の資金の減少(前年同期は2,100百万円の資金の減少)となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

平成30年３月期（平成29年４月１日～平成30年３月31日）の通期連結業績予想につきましては、平成30年２月13

日付発表の「通期業績予想の修正に関するお知らせ」の通り修正いたします。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 12,591 6,977

受取手形及び売掛金 49,226 34,866

商品及び製品 3,061 5,105

仕掛品 7,676 16,023

原材料及び貯蔵品 2,671 3,711

繰延税金資産 2,604 2,724

その他 1,777 3,648

貸倒引当金 △11 △7

流動資産合計 79,598 73,049

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,240 7,347

機械装置及び運搬具（純額） 1,411 1,289

工具、器具及び備品（純額） 1,308 1,415

土地 5,492 5,492

建設仮勘定 1,256 427

有形固定資産合計 14,708 15,972

無形固定資産 1,299 1,512

投資その他の資産

投資有価証券 24,918 26,075

長期貸付金 5 4

退職給付に係る資産 1,919 1,987

繰延税金資産 302 266

その他 1,574 1,585

貸倒引当金 △28 △27

投資その他の資産合計 28,692 29,893

固定資産合計 44,699 47,378

資産合計 124,298 120,428
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成29年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成29年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 17,062 16,109

短期借入金 4,871 6,205

未払法人税等 1,317 448

賞与引当金 2,604 1,305

役員賞与引当金 64 46

受注損失引当金 400 708

その他 5,463 6,160

流動負債合計 31,783 30,983

固定負債

長期預り金 97 97

長期未払金 39 38

繰延税金負債 4,356 4,666

役員退職慰労引当金 160 174

退職給付に係る負債 8,608 8,734

固定負債合計 13,262 13,711

負債合計 45,046 44,695

純資産の部

株主資本

資本金 10,000 10,000

資本剰余金 7,585 7,585

利益剰余金 50,407 47,086

自己株式 △2,025 △3,070

株主資本合計 65,967 61,601

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 13,179 13,991

退職給付に係る調整累計額 104 139

その他の包括利益累計額合計 13,284 14,130

純資産合計 79,252 75,732

負債純資産合計 124,298 120,428
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

売上高 45,080 46,952

売上原価 35,159 38,740

売上総利益 9,921 8,211

販売費及び一般管理費 11,041 10,228

営業損失（△） △1,119 △2,016

営業外収益

受取利息 1 3

受取配当金 267 281

生命保険配当金 187 173

不動産賃貸料 239 245

為替差益 － 7

その他 54 52

営業外収益合計 750 762

営業外費用

支払利息 10 14

為替差損 50 －

支払手数料 － 31

過年度消費税等 － 56

不動産賃貸費用 34 34

その他 4 14

営業外費用合計 98 151

経常損失（△） △468 △1,404

特別利益

固定資産売却益 0 0

投資有価証券売却益 68 0

特別利益合計 68 0

特別損失

固定資産除売却損 68 4

投資有価証券売却損 － 0

投資有価証券評価損 0 0

ゴルフ会員権評価損 1 －

特別損失合計 69 4

税金等調整前四半期純損失（△） △469 △1,408

法人税等 395 395

四半期純損失（△） △865 △1,803

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △866 △1,803

非支配株主に帰属する四半期純利益 1 －
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(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 576 811

退職給付に係る調整額 △40 34

その他の包括利益合計 535 846

四半期包括利益 △329 △956

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △331 △956

非支配株主に係る四半期包括利益 1 －
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
前第３四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成29年４月１日
　至 平成29年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △469 △1,408

減価償却費 1,278 1,406

固定資産除売却損益（△は益） 67 3

受取利息及び受取配当金 △268 △284

支払利息 10 14

売上債権の増減額（△は増加） 14,401 14,359

たな卸資産の増減額（△は増加） △9,030 △11,430

仕入債務の増減額（△は減少） △3,476 △1,721

前受金の増減額（△は減少） 521 490

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 39 201

その他 △2,247 △1,916

小計 826 △284

利息及び配当金の受取額 268 284

利息の支払額 △10 △14

法人税等の支払額 △2,036 △1,781

営業活動によるキャッシュ・フロー △951 △1,795

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の純増減額（△は増加） 2,500 －

投資有価証券の取得による支出 △883 △11

投資有価証券の売却及び償還による収入 289 0

定期預金の預入による支出 △49 △39

定期預金の払戻による収入 52 42

有形固定資産の取得による支出 △1,995 △2,032

無形固定資産の取得による支出 △293 △498

その他 △50 13

投資活動によるキャッシュ・フロー △430 △2,526

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式取得のための預託金の増減額（△は増
加）

△426 －

短期借入金の純増減額（△は減少） － 1,300

関係会社以外からの預り金による純増減額（△
は減少）

－ △20

配当金の支払額 △1,499 △1,518

非支配株主への配当金の支払額 △5 －

自己株式の増減額（△は増加） △73 △1,045

子会社の自己株式の取得による支出 △95 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,100 △1,283

現金及び現金同等物に係る換算差額 △15 △4

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,497 △5,610

現金及び現金同等物の期首残高 13,678 12,538

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,180 6,927
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当社は、平成28年12月20日開催の取締役会決議に基づき、自己株式の取得を行いました。この結果、自己株式

は当第３四半期連結累計期間に1,045百万円増加し、当第３四半期連結会計期間末において3,070百万円となりま

した。

　なお、当該決議に基づく自己株式の取得につきましては、平成29年５月24日をもって終了しております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

（原価差異の繰延処理）

　季節的に変動する操業度により発生した原価差異は、原価計算期間末（年度末又は第２四半期連結会計期間

末）までにほぼ解消が見込まれるため、当第３四半期連結会計期間末では、当該原価差異を流動資産（その他）

又は流動負債（その他）として繰り延べております。

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期純利益に対する税効

果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純損益に当該見積実効税率を乗じて計算してお

ります。

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第３四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注１)

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額
(注２)

交通運輸
インフラ事業

ＩＣＴ
ソリューション

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 22,883 22,197 45,080 － 45,080

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 22,883 22,197 45,080 － 45,080

セグメント利益又は損失（△） 623 660 1,284 △2,403 △1,119

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△2,403百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失と調整を行っております。
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Ⅱ 当第３四半期連結累計期間(自 平成29年４月１日 至 平成29年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：百万円)

報告セグメント

調整額
(注１)

四半期連結
損益及び包括
利益計算書
計上額
(注２)

交通運輸
インフラ事業

ＩＣＴ
ソリューション

事業
計

売上高

外部顧客への売上高 22,455 24,497 46,952 － 46,952

セグメント間の内部売上高
又は振替高

－ － － － －

計 22,455 24,497 46,952 － 46,952

セグメント利益又は損失（△） △1,161 1,377 215 △2,232 △2,016

(注) １．セグメント利益又は損失の調整額△2,232百万円は、各報告セグメントに配分していない全社費用でありま

す。

全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない親会社本社の管理部門に係る費用であります。

２．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業損失と調整を行っております。
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